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『掛け算九九に潜む性質を発見するための、色の工夫』

★新学習指導要領に「学習し身に付けたものを、日常生活や他教科等の学習、より進んだ算数・数学の

学習へ活用していくことを重視する。」とあります。ここでは、『掛け算九九』という学習し身に付

けたものを、より進んだ算数・数学の学習へ活用していくために、色の工夫をした教材を紹介します。

★平成20年度 愛媛県総合教育センターの研究紀要

「算数・数学における知識・技能を活用する力を育てる教材の研究

－小・中・高等学校の縦断的な「つまずき」要因の分類を通して－ 」

の２(3) に掲載している内容と一部重複します。

★平成22年度に行われた第50回愛媛県高等学校教育研究大会数学部会の研究発表要項51ページに、

第92回全国算数・数学教育研究(新潟)大会記念講演で、古藤怜氏（上越教育大学名誉教授）が

｢豊かな発想をはぐくむための実践例の１つ｣として示されたことと関連のある内容です。

普通の掛け算九九の表では、

・ 九九は81個あるが、答えは36種類である。

・ ９の段の、一の位と十の位の和は、すべて９である。

などの性質を発見できると思います。

そこで、今度は、この掛け算九九の表に色を工夫して塗り、その塗った表から

掛け算九九に潜む性質について考えます。

①－１

掛け算九九の表に、左図のような色の塗り方をします。

何か、気付くことはないでしょうか？
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①－２ ①－３

①－４ ①－５

①－６

このように、部分的に見て、

何か、気付くことはないでしょうか？
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①－2’ ①－3’

①－4’ ①－5’

①－6’

青枠の４つの数を見て、

何か、気付くことはないでしょうか？
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その一つとして、

掛け算九九の表 掛け算 二ｴﾇー1 二ｴﾇー1 の表

一般化

一般化

一般化

一般化

一般化

同色の４つの数の和は

100（25×4）である！

同色の４つの数の和は

４ n2 である！
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上のことを活用すると、

紫，赤，橙，黄，黄緑 の色ごとの数の和は

２５，１００×２，１００×４，１００×６，１００×８なので、

掛け算九九の表に書かれてある81個の数の和は

２５＋１００×２＋１００×４＋１００×６＋１００×８

＝２５＋２００＋４００＋６００＋８００

＝２０２５ である。

など、他にも気付くことがあると思います。

他にも、基本的な性質等について、色の塗り方を変えて考えてみます。

②

掛け算九九の表に、左図のような色の塗り方をすると、

・ 乗数が １ 増えれば積は被乗数分だけ増える。

・ 例 （７の段） ＝ （３の段） ＋ （４の段）

７×８ ＝ （3+4）×8

＝ 3×8＋4×8

のように、分配法則 (a+b)c=ac+bc

などの性質を発見するときのヒントになると考えます。

③

掛け算九九の表に、左図のような色の塗り方をすると、

・ 被乗数が １ 増えれば積は乗数分だけ増える。

・ 例 ７×８ ＝７×（3+5）

＝７×3＋７×5

のように、分配法則 a(b+c) =ab+ac

などの性質を発見するときのヒントになると考えます。

④

掛け算九九の表に、上図のような色の塗り方をすると、

対称性に気付き、

・ 例 のように、交換法則 ab = ba

などの性質を発見するときのヒントになると考えます。
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⑤

掛け算九九の表に、左図のような色の塗り方をすると、

・ 右上がりに見ると、

青系の色の数は偶数であり、

赤黄系の色の数は奇数と偶数が交互である。

などの性質を発見するときのヒントになると考えます。

⑥

掛け算九九の表に、左図のように色を□の枠部分に塗ると、

などの性質を発見するときのヒントになると考えます。

⑦

掛け算九九の表に、左図のような色の塗り方をすると、

・ 紫，赤，橙，黄，黄緑，緑，水，青，紺の色ごとの数の和は、

１ ，８，２７，６４，１２５，２１６，３４３，５１２，７２９ つまり、

１3，23，33， 43， 53， 63 ， 73 ， 83 ， 93 である。

などの性質を発見するときのヒントになると考えます。

※ 知的好奇心をくすぐる（!?）教材30を参照してください。
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⑧

掛け算九九の表に、左図のような色の塗り方をすると、

どのような性質を発見できるでしょうか？

他にも、色の塗り方を工夫して、

掛け算九九に潜む性質を発見してみてください。

この他にも、色の工夫によって発見できる教材を考えてみませんか？


